２長文中の漢字

1　次の―線部のカタカナを漢字に直せ。
歪 (ゆが)んで傷だらけの春
 ①マスイも打たずに歩いた
体の奥底で②ヒビく
生き③タりないと強く
まだ味わうさ　嚙 (か)み終えたガムの味
冷めきれないままの心で
ひとつひとつなくした果てに
ようやく④ノコったもの
これが⑤アイじゃなければなんと呼ぶのか
僕は知らなかった
呼ベよ　花の名前をただ一つだけ
 ⑥ハり⑦サけるくらいに
鼻先が⑧フれる　呼吸が止まる
 ⑨イタみは消えないままでいい	　      （作詞：米 (よね)津 (づ)玄 (けん)師 (し)『馬と鹿』）

①（		）　②（		）　③（		）　
④（		）　⑤（		）　⑥（		）　
⑦（		）　⑧（		）　⑨（		）　

２　次の―線部の漢字をひらがなに直せ。
　ひな人形
　　ひよこのように愛らしい
　「ひな」は漢字で書くと「雛」。古くは「ひひな」「ひいな」と言った。
　清①少納言は「うつくしきもの」の例に、「雛の②調度」を③挙げる。平安時代から女の子のお気に入りのおもちゃだった。ただし、「ひな人形」の④呼称は、ひな祭りが三月三日の⑤行事として⑥定着した江戸時代になってからという。
　「雛」はひよこのことで、「小さく愛らしい」の意。実物に似せた小さい
⑦模型を「⑧雛型」と言うように、小さいものを表す〝⑨接頭語〟。「大 (だい)言 (げん)海 (かい)」には「大なるを馬というに対す」とある。「馬」を引くと、「うま」「うまウド」「うま」の三語が例として挙げられている。
	（読売新聞校閲部『日本語「日めくり」一日一語』）

①（		）　②（		）　③（		）　
④（		）　⑤（		）　⑥（		）　
⑦（		）　⑧（		）　⑨（		）　


【解答】
１　①麻酔　②響　③足　④残　⑤愛　⑥張　⑦裂　⑧触　⑨痛
２　①しょうなごん　②ちょうど　③あ　④こしょう
　　⑤ぎょうじ　⑥ていちゃく　⑦もけい　⑧ひながた
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